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アルミン酸ストロンチウム長残光蛍光体の母体の Sr/Al 比率は 1/3.5 において最も強い
発光と長い残光時間を持つ。また、キャスト法を用い、長残光蛍光体を混入した薄膜が作
製されたが、多量混入の場合は光の透過率が大幅に低下したため、太陽電池の発電効率も
低下した。今回の実験で作製された長残光蛍光体薄膜は長時間にわたって残光が示される
が、その残光で、暗闇の暗室において多結晶シリコン太陽電池を全日発電にはまだ遠いが、
最大 6分間発電させることを確認した。 
 
